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【【腸腸内内フフロローーララ研研究究のの背背景景】】  

 
（（腸内フローラの年齢による変化） 
  
  

	

（腸内細菌の代謝と疾病） 

出典：腸内フローラと健康 伊藤喜久治（東京大学大学院能楽生命科学研究科） 
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【【腸腸内内フフロローーララ研研究究のの流流れれ】】  

 
  
  
【【腸腸内内フフロローーララのの解解析析⽅⽅法法】】  
T-RFLP 法：糞便から細菌由来の DNA を抽出し腸内フローラを網羅的に解析できます。 

  
 （株式会社テクノスルガ・ラボ 久⽥貴義さんのご好意による）  

    

T-RFLP腸内フローラ解析の原理
T-RFLP法

培養を介さずに試料から
全細菌のDNAを抽出

PCR(16S rDNA領域）
（蛍光プライマー）

電気泳動（シーケンサー）制限酵素により切断

細菌A 細菌B

ヒト腸内細菌に特化(大まかな分類群の識別が可能)

Nagashima法 プライマーと制限酵素の組み合わせ検討

OTU124 OTU469

OTU657

隣接するピークをOTU化(operational taxonomic unit）
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【【研研究究結結果果のの説説明明図図】】  
図１：認知症の有無で腸内フローラの組成を⽐較しました。 

 
結結果果①①：：認認知知症症のの有有無無にによよっってて腸腸内内細細菌菌のの組組成成にに違違いいががあありりままししたた。。  
 
 
図２：認知症の有無でエンテロタイプ（腸内フローラの組成の⽬安）を⽐較しました。 

 
エンテロタイプ１（バクテロイデス＞30%）、エンテロタイプ２（プレボテラ＞15%）、
エンテロタイプ３（その他の細菌が多いタイプ） 
 
結結果果②②  認認知知症症のの⼈⼈でではは、、認認知知症症ででなないい⼈⼈よよりりももババククテテロロイイデデスス（（常常在在菌菌））がが減減りり、、  
そそのの他他のの不不明明なな細細菌菌のの割割合合がが増増ええてていいままししたた。。  
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